














た(e.g., Rescorla & Wagner, 1972 ; Miller & Matzel, 1988 ; Wagner,




激(無条件刺激; unconditioned stimulus ;US)の対提示が生活体に対
して行われる｡ CSはもともと中性的であるために,当初はある程度の定
位反応しか喚起しないが,複数回のUSとの対提示によってそれまでは見



























































といえる｡ Rescorla-Wagner modelのみならず, Mackintoshの注意理論



















































































































































































Hamma and Wasserman (1994)による改訂版Rescorla-Wagner model
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